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いまこそ地域力
コミュニティの再生 と創造 をめ ざして
高　橋　佳　子
　本稿 は、2006年8月に本学で開催 された夏季公 開講座 において、筆者が行 った講演 「い まこそ
地域力!」 の内容 に加筆 した ものである。 また、平成13年4月か ら18年3月までの神戸市東灘 区
長 としての経験 を基 に している。
1　なぜ今、地域コ ミュニテ ィか
　平成13年4月、震災か ら6年 を経 た東灘 区はマ ンシ ョン建設 ラッシュの真 っ只 中にあった。子
供 の数が飛躍的に増 え、保育所の入所 を待つ待機 者が、全市で も一番多 かった。 この6年 間 に12
ヵ所 あった保育所 は2倍 になったが、待機者 は減 っていない。学童保育 は定員 を決めていないの
で待機者の数字 には出て こないが、100人を超 える子供 を預 か って四苦八苦 している施設 もあっ
た。おやつ を食べ るの も二交替、三交替 でない と部屋 に入 りきらない、せ まい ところで子供 にも
ス トレスがた まるのか、けんかが絶 えないな どとい う話 を聞いた。
　新築 されたマ ンシ ョンには、大阪方面 に20～30分で通 える とい う立 地条件 もあって、市外東部
か ら転入す る市民 が多いが、 もといた市 町 と比較 して神戸市の制度 ・施設が劣 ってい ると、窓口
で文句 を言 う人 も多 かった。それで も、ア ンケー ト調査 では異口同音 に、東灘 区の交通の便利 さ、
環境 や教育条件 の よさなどに満足 し、住 んで良か った と回答 してい る人が圧倒 的多数であ った。
　 それぞれの地域 で住民の リーダー と行 政関係者が課題 を話 し合 う懇談会 では、長年地域 の世話
役 を勤 めてコ ミュニティの変遷 を見て きた 自治会の役員 たちか ら 「お互いに挨拶 を しない、顔 を
知 らない住人が増 えた」「最近は ゴミ出 しのマナーが悪 くなった」 「路 上駐車が増 えた」 な どの悩
みが出 された。
　 この ような状 況は何が原 因で起 こって きたのだ ろうか。東灘区で は、震災後人 口が15万人台 に
激減 し、5年 かかって震災前 の19万人の水準 に回復 した。平成18年末現在 、20万7千人 に達 し、
なお増加 を続けている。 しか し、 もといたひ とが もといた ところに帰 って きたわけで はな くて、
おそ らく区民の半数が、新 たに東灘区 に転入 して きた人たちであ ると推測 される。そ してその後
も人口増加 は続 いている。地域の コ ミュニテ ィとい うものは、世代 交代 や転居 によって徐 々 に構
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成 メ ンバーが変わ り、変化 してい くことは当然であ る。 しか し数年の間に半数が入れ替わる、地
域 に よっては70～80%が新住民 とい う地域 もある、 とい うような現象 は、 まさに震災 によって引
き起 こされた特殊 な社会現象 である。その主 たる原因は、震災で倒 れた酒蔵や リス トラされた社
宅 の跡地が、次 々 と民 間開発業者 によって巨大 なマ ンシ ョン群 になったこ とである。
　 国道2号 線 を芦屋市 か ら神戸市東灘区 に入 って くると道 の両側 に急 に高い壁が たちはだかった
ように感 じられ る。そ してその壁 は今 も増殖 を続 けている。町の姿はす っか り変 わって しまった。
　生活の基礎 である地域 コ ミュニティの この ような急激 な変化が、すべ ての問題 の根底 にある と
言 えない だろうか。そ うだ とした らこれ はどこにで もある現象で はない。震災に よって東灘 区が
は じめて経験 す る、そ して解決 を迫 られている特別 な課題 なのである。
2　東灘区というまち
　古 くは、求女塚伝説 の もととなる古墳 の存在で もうかが えるように、古代 よ り交通の要所 とし
て栄 え、豊か な文化 を育 んで きた土地である。明治22年に市制、町村制が施行 され、御影 町、住
吉村 、魚崎町、本庄村 、本 山村 のいわゆる旧五か町村 が成立 し、 これが現在で も、財産区の基礎
単位 として残 っている。
　現在の、 とい って も震災前 とい うほうが正 しいか もしれないが、東灘 区の住 宅地 としてのたた
ず まい、風格 は、豊かな 自然 に恵 まれた地 に、近代 の阪神 間の商工業地 としての隆盛 と、そ こで
活躍 した先駆者 たちが この地域 に豪邸 を建 てて住み、独特 の文化 を築いたこ とによる。江戸 時代
か ら栄 えた酒造業や急速 な発展 を遂 げた重工業 の、潤沢 な資金 に支え られて、お金持 ちの個 人、
あるいは財産 区 とい うまちの力が このような高 い レベルのまちづ くりを可能 に した とい える。
　住吉川の上流 には白鶴美術館 と、今 は住 宅地 として名前 を残すのみ となったヘルマ ン ・ハイッ
が並 び、重厚 な石垣 と屋敷林、旧乾邸、 甲南病 院な どのか もし出す御影 、住 吉山手 の雰囲気 、 さ
らに、近代文学の舞台 となった 「細 雪」 の椅松庵 、「火垂 るの墓」の御 影公会堂 な どが浮 かんで
くる。震災 によって倒壊 して しまったが、黒 かわ らと黒壁 の酒蔵が軒 を連 ねた御影郷、魚崎郷 の
まちなみ、本 山 ・岡本 の梅林、浜街道の歴 史が残 る青木 ・深江……。
　 これ らの5か 町村 はそれぞれが大変個性 の強い町であ り、競い合って発展 して きた。戦後神戸
市へ の合併の話が持 ち上が ったときも、議論百 出の果てに合併 した とい う経緯がある。
　 さらに1988年か らは六 甲アイラン ドとい う人工 島に海上文化都市が まちび らきした。 ここは多
数の外 国人住民が暮 らす国際性豊 かなまちで もある。 こうい う個性の強い6つ の地域か らなるの
が今 の東灘区であ る。
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3　東灘ブランドの危機
　 もともと六 甲の山すそ に広が る東{の 住宅地 は、いわばひ とつの 「ブラ ン ド」であ る。 このブ
ラン ドは戦前戦後 を通 じる長い年月 にわたって確立 されたが、誰 かが維持管理 しなければ保 てな
いo
　毎 日のように新 聞折込 に入 って くる、マ ンシ ョン販売用チ ラシのキ ャッチフ レーズ を紹介 しよ
うQ
　「阪神 間モダニズム」 「多 くの財界 人 ・文化人 に愛 されて きた奥 行 きの美」 「心 に響 く美 しい情
景、石垣、屋敷 町」 「歴史 と伝 説 をコ ンセ プ トにデザイ ンされた」 ……マ ンシ ョンデ ィベ ロ ッパ
ーが 「住吉川畔の閑静 な住 宅地」 と銘打 って、昔か らの住宅跡地や酒蔵跡 地 をマ ンシ ョン開発 し
て売 り出す とき、す でに、そ こにあ った閑静 な環境は失 われてい る。言い換 えればブラン ド価値
を食 いつぶ しなが らマ ンシ ョン開発 が進 め られてい るのである。
　 ブラン ドの価値 はいったい どこか らどの ように生 まれるのか、 とい う問い に対 して二つの対 照
的 な意見が紹介 されている。一つ は 「ブラン ドとは、市場 で消費者 に選ばれた商 品で ある」 あ と
一つは 「ブラン ドの核心 にはつねに、製作者や経営者のそのブラ ン ドにかけ る思 いや夢、世界観
や ビジ ョンが ある」 という ものである。
　都市 ブラ ン ドと しての東灘は、今、住 宅地 として消費者に選 ばれてい る。 しか しまた東灘の ブ
ラン ド価値 の核心 は、そこに住 んでい る人々の、 自分の まちに対す る愛着や誇 りであ り、 これ に
よって守 られ維持 されてい るともいえる。
　町の容量 には限 りがある。い くら環境 がいいか らとい って、土地が空いたか らといって、無制
限 に人口を増や していい とい うもので はない。 まちづ くりに関心が ない、あ るいは協力 しない、
しようにもアクセス方法が分か らない、 こうい う新住 民が一挙 に増 えてはまちは守 れない。
　今 までの生活水準 を維持す る、言い換 えれば、まちづ くりのブラ ン ド維持 は、東灘 区の場合、
まずマ ンシ ョン規制か らでなければな らない。高 さ制限は もちろん、周囲の景観 に配慮 したデザ
イ ンや色彩、周辺の住民 と一緒 にイベ ン トが出来 る公 園や地区セ ンターを確保 す ること、 また周
辺の保育環境、教 育環境 を急激 に変 えることが ないよう、戸 数、広 さの配分、或 いは賃貸 か分譲
か、分譲 な ら販売価格帯 を考 えて、入居者 の年齢層、所得層 が偏 らない ようにす ること。相互 に
顔 を知 らない人 たちが急激 に増加す る と、犯罪が増 える とい う防犯上 の問題が出て くる。安心 し
て住める安全 なまちとい うのは大 きなブラン ド価値であ る。
　マ ンシ ョンディベ ロパ ーには、ただ売れればいい とい う姿勢でな く、後 々の コ ミュニテ ィ形成
まで考 えた開発 プランを考 える義務があ る し、開発 を許可する行政側 に もそ うい う指導が望 ま し
い。震災後、復 興計 画に沿 って再 開発 された長 田区や灘区 と違って、民 間開発 で復興 が進 んだ東
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灘で はそれが出来 ていなか った。今、東灘 ブラン ドが危機 に直面 しているのはそこにひとつ の原
因が ある。
4　地域の コミュニテ ィの現状
　東灘区の住民パ ワーの象徴 といえるのが、今 なお威容 を誇 る31基のだん じりである。だん じり
を頂点 とす る町衆 の組織が しっか りと根付 いてお り、そのパ ワーが東灘 の驚異 的な復 興の もとだ
とい う見方 もある。四役 といわれる総責任者 か ら五役 といわれ る運行責任者、若 中、小 中な ど子
供達 も含めたすべ ての参加者総勢200人、 これが1基 のだん じ りを動かすのに力 をあわせている。
　 この ように東灘 区には地縁 ・血縁 を基礎 とした旧来の タイプの コミュニティが歴然 としてあ り、
消防団の活動 や、共 同募金、生活環境の維持 な ど日常生活のすみずみに機能 している。
　戦国時代 にさかのぼる郷村 区域 でいまなお生 きている財産区、 これが最 も古 い コミュニテ ィで
あるが、 この地図の上 に、民生委員 の地区協議会の担 当区域、9つ ある地域婦 人会 の区域 、選挙
の投票所 を中心 とす る区域 など、新 しくて も数十年の歴史 を持つ コミュニティの区域割 を透 明な
カー ドに描いて重 ねてみ たことがある。それぞれ微妙 に違 うが、六甲山の麓か ら浜 にいたる昔の
生活圏が、鉄 道や高速道路 によ りに南北 に分断 され、 また近年 は新 し く学校 が出来 るたびに、通
学区 の決め方でね じれが生 じているのが、見事 に浮かび上が った ものである。
　 それ に対 して、マ ンシ ョン住民 に代表 される新住民 は どち らか とい うと、お互 いの干渉 を嫌い
プライバ シーの守 られた個人生活 を重視する傾 向がある。両者がい きな り混在 して うま くい くは
ずが ない。
　神戸市の コ ミュニテ ィの先行事例 をみ ると、青少年育成 に端 を発 し、初の コ ミュニティ ・ボ ン
ド発行で全国的 に注 目された兵庫 区の丸 山コミュニテ ィ、地域の環境 問題か ら発展 し、今 も福祉
のまちづ くりが進 む長 田区の真野 のコ ミュニテ ィなどがある。 これ らはいわば問題解決型 の地縁
組織 とい えよう。
　東灘区で は、問題解決型 として震災前か らあったのは高齢化対応 の地域福祉 を目的 としたふれ
あい のまちづ くり協議会、青少 年育成協議 会、「神戸市 地区計 画及 びまちづ くり協定等 に関す る
条例」 によるまちづ くり協議会 な どが挙 げられるが、独 自のコ ミュニテ ィ活動 は 目立 たなかった。
5　震災によってコミュニテ ィはどう変わ ったか
　今、東灘 区 には旧来 タイプの地縁 ・血縁 か ら、共通の嗜好や イ ンターネ ッ トで結 ばれる選択縁 ・
情報縁 といわれる タイプまであ らゆるコ ミュニティが存在す る。それが震災後の変化である。
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　神戸市 で震災の被害が大 きかった ところとい うと長田区が上 げ られるが、震災 による死 者の三
分の一が東灘区であ り1,471人にのぼ る。全壊家屋 も2割 は東灘 区であ った。震 災直後か ら救助
に活躍 したのは、だん じりで培われた地域の人々の絆であ った とい われている。避難所 となった
学校で、始 まったたすけあいの輪が、 ネ ッ トワーク とな り、NPO、ボ ランティア団体 などさまざ
まな問題解決型 コ ミュニテ ィが立 ち上 げ られた。
　 また行政 に よる支援 を受 けた防災福祉 コ ミュニティをは じめ東灘 プラザ、 まちづ くり協議 会、
コンパ ク トタウ ン、エ コタウンなども続 々 と結成 された。テーマ として コ ミュニテ ィが 中心 にな
るのは当然 であるが、東1区 の場合 「子育て」 が核 になっているこ とが特徴 といえる。
　市 のそれぞれ の部局が、所管す る問題解決のために安易 に地域 に組織 を作 る ことは地域 に無用
の トラブル を招 く。 また、最近行 政主導 で作 られ る問題解決型 コミュニ ティは、通常 、小学校区
がその基本単位 となることが多い。そ こで、 さきに述べ た旧来の地縁 コ ミュニテ ィの単位 とは異
なる場合が多 く、これが また トラブルの もとになることが ある。
　 この ような認識 は ともか く、最初 に述べ た ような行政課題 に対処す るため に、取 り組 みが急が
れているのは 「マ ンシ ョン ・コミュニテ ィの交流 と融合」で ある。マ ンシ ョン内での コミュニケ
ーシ ョンか ら始 まって、周辺地域 との交流 を目指 そ うと言 う試みである。 これが子育てや高齢者
の住 みやすい環境 だけで な く防犯や防災 にも力 を発揮 する、近道ではないか もしれ ないが、唯一
の道である と考 えている。
6　市民の声をどう聞くか
　地域 コミュニテ ィを育て ることを行 政課題 の トップに掲 げた区役所 の活動 は、市民の声 を聞 き
実態 を把握す ることか ら始 まった。 自治組織 の リーダー懇談会、婦人会 との懇談会 など、長いお
付 き合いのある団体 か らの声は組織 的に集約 され、行 政 と一緒 になって解決 を探 る場 もあ る。
　 しか し、今、聞 く必要があ るのは、子育て中の若い父母、働 く女性、帰 りの遅 いサ ラリーマ ン、
そ して転入 区民 など、地域の コ ミュニティに参加 してい ない、あ るいは しに くい人 たちの声 であ
る。独立 したマ ンシ ョンの中に入って しまうと、 コミュニテ ィはお ろか、隣に住 んでい る人 と も
声 をかけあ うこともない、 とい った状況 になって しまう。市役所や区役所が配布 してい る広 報誌
だって読んで もらえているか どうかわか らない。 どうすれば彼 らの声 を聞 き、適切 な対応がで き
るのか。 これが第一の関門であ る。
　行政が市民サ ービスである行政施策 を考 える時、ニーズ調査や現状分析 か ら解決す るべ き課題
設定 を行 い、企画 をたて予算 を取 って制度 を作 り、対象者 に広報 し、あ るいは参加者 を募集 して
事業 を行 う。ニーズ にあってい なければ制度 は利用 されず、参加者が集 まらず苦労す るこ とにな
る。
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　東灘 区で は、 まず職員が子育 て中の若い母親 のニーズ調査のために、地域 の子育て グループに
足 を運 び、直接声 を聞いた。子育て に不安が あるが、誰 に相談 していいか分 か らない。公 園に行
くの もいやで インターネッ トで情報 を取 る。 メールで しか連絡 を取 りた くない…。驚 くような実
態が分 かって きた。
　 そ こで公園 を利用 している人たちの ワークシ ョップ 「公 園 ミーテ ィング」 を立 ち上げた。 その
頃、幼児の虐待 が社会問題 になっていたが、東灘区で は関係団体 との連携 を密 にす るため、いち
早 く 「子育てサポー トネ ッ トワーク」が立ち上 げ られた。
、「転入区民講座」では毎 回参加者 の アンケー トを とった。図書館 や地域の情報 に対す る要望が
強かった。若い職員が 中心 になってホームページを見 やす くす る工夫 を した。
　 また 「働 く女性 の応援講座」 で もワークシ ョップに職員が参加 し、ア ンケー ト調査 を して声 を
聞いた。
　 これは単 にニーズ調査 を行 うとい う目的のためで な く、一つの事業 を進め なが らその なかで声
を聞 き、それ をさらに翌年の企画 とい う商品開発や参加者募集 に結 びつ ける。参加者 は、 自分 た
ちの声 か ら生 まれた事業 に主体 的に参加する ようになる。消費者である市民 をつ ねに意識 し、商
品である事業 を見直 し、価値 を高 め、サー ビスへ の提供方法や アクセスをたえず工夫す る、いわ
ばマーケティ ングの発想であ る。東灘区ではいつ もこの ことを意識 して事業 に取 り組 んだ。
7　活性化する地域コミュニティ
　 この過程 で区の職員が学 んだ ことは、今 まで行政主導の まちづ くり活動や既成 の組織の活動 に
参加 していなか った住民 も、その コミュニテ ィをよ くす るための活動 をや る意欲 も、エ ネルギー
も持 っている とい うことだった。アイデアや労力 は出せ るけれ ども、情報紙 を作 るに も、 イベ ン
トをやるに もお金がかかる、同 じ考 えを持 っている人 たちとの連携の仕方が分か らない、 などが
ネ ックになってい る。
　一般 的 に言 えば、地域課題解決 のために、行政が助成金 を出 してコ ミュニティを組織化す るこ
とには功罪が相半 ばする と考 えられる。
　 しか し、地域で何 とか したい と思 ってい ることが あ り、みんなで知恵 と労力 を出 し合い、そ こ
にち ょっとお金があれば出来 ることが ある、 とい う場合がある。 そうい う課題解決 のために、東
灘 区で はコミコミ活動助成 とい う制度 を作 った。市民が企画 した、地域 コミュニテ ィの活性化 に
つ なが る活動 にその一部 を助成す る。
　今、 この制度 は4年 目を迎 えているが、 この制度 で育 って きたコ ミュニティ組織が注 目される。
初 めて何 か をす るために集 ま り、力 をあわせて企画 を練 り、専 門家や地域 団体の力 も借 りなが ら、
一つの事業 をや り遂げる。 この達成感 、成功体験が コ ミュニテ ィ活動 の源であ る。彼 らは町のた
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めに、 というような理念 か ら出発 してはいない。楽 しい こと、今 したい ことをやろ う、 と集 まっ
ただ けか もしれ ないが、それ はきっ と自分 たちが住み よい町、好 きな町 に したい というエ ネルギ
ーを内蔵 してい る。古 くか らそ こに住み続 けて きた人たち と、新 しく住 民 になった人 たち、 まち
づ くりのこ とを考 える担 い手が 自由に入れ替 わ り、協 力 し合 って未来の町が出来 てい く、 そんな
柔軟 な構造 を持 った コミュニテ ィ、それが理想で はないだろ うか。
8　政令指定都市の区役所
　 では、そ ういうコ ミュニティをつ くるために、行政 は どうするべ きなのだ ろうか。
　 「コミュニテ ィを重視 す る、区民 の主体 的な活動 を支援 す る、行 政 は裏方…」 と言 って も、役
所 の仕事は、権 限と、予算 と、人がついて初 めて出来 る とい うのが常識であ る。区民が 自由に、
自発 的にやるこ とに、なんの権限 もない区役所が、乏 しい予算 のや りくりを して、手 間ばか りか
かる 「支援」 というのはなかなか理解 して もらえる ものではない。 また、担当者 も毎年 の人事異
動 で替 ってい くか ら、各課の担当者 までみ んなが同 じ意識で仕事 をするのは簡単 なことではない。
　平成13年か ら14年にかけて、震災後 のまちづ くりに対応す るため、区役所の組織改正論議が な
された。 コミュニテ ィの窓口をなるべ く一本化 して、市民の方があちこちへ足 を運 ばな くて も一
ヵ所 で話が出来 るように しよう、区役所側で も、地域 の情報 を総合 的に収集 して課題解決 に結 び
付 け られ るように しよう、 とい う趣旨で検討 した。 その結果東灘 区ではまちづ くり支援課 の主査
の地域担当制 を実施す ることに した。通常 は所管 する仕事で分け るべ きところを、地域 で分 けた
のである。その地域の ことはすべて担 当主査 に情報 が集 まる。 とい って も情報が ひと りで に集 ま
って くるわけではないので、彼 らは毎晩の ように受 け持 ち地域で開催 されるい ろい ろな会合 や、
イベ ン トに出席す る。それはなか なか大変 な仕事 である。 しか し他 の課や、本庁 の各課 で も、そ
の地域の ことはそこの担当主査の意見 を聞 く。双方 向に情報が流通 する ようになるのが狙 いであ
る。
　 区役所の仕事 の中には、区民 の声 を聞 き行政課題 を認識 し、それ を政策化 して政策懇談 会な ど
の場 で市長 に提言 し予算化 する ことがある。政策形成 と言 って も、神戸市全体の方向 を決 める政
策(ポ リシー)、それ を年次計画な どに具体化 した施策(プ ログ ラム)、一つ一つの課題解 決 を目
的 とす る事業(プ ロジェク ト)と いろいろな段 階がある。区役所 で受 け持つの は、おおむね事業
の部分であるこ とが多い。
　今 、緊急の課題 となっている地域 コ ミュニテ ィを維持す るため には、地域 ご との人口 をある程
度 コン トロールす るこ とが必 要であ る。た とえば子供 を持つ年齢層 が購入 しやすい価格帯 のマ ン
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シ ョンをどっ と供給すれば、その地域 の保育所 、幼稚 園、学校 はパ ンクする ことは目に見 えてい
る。それ をコ ン トロールす るには、開発 にある程度規制 をかけた り、時期 を遅 らすな ど誘導する
こ とが必要 である。それは区役所 に権 限はな く、本庁各局の政策(ポ リシー)レ ベルの話である。
　人 口が増 えた結果、行 政需要が増 えて も、それを解決す るための予算 は区役所 には配分 されて
いない。区の個性 を伸 ばす予算 として4000万円ほ どの配分はあるが、 これで公園 を作 った り、学
童保育施設 を増 や して過密解消がで きるわけではない。 しか し住民 に最 も近 い ところで仕事 を し
ている区役所職員 は、要望 の切実 さや、必要i生がひ しひ しとわかるだけに何 とか解決策 を見つけ
たい、 と知恵 と汗 を搾 るわけである。
　役所 は縦割 り行政 だ といわれる。地域 で起 こって くる問題 は縦割 りに出て くるわけではない。
む しろ横 断的に生 じて くる とい うのが正 しい。 これを解決するには、総合調整がで きる権限が必
要で ある。
　現在東灘 区の人口は約20万7千人であるが、政令指定都市の行政区 と、同程度の人[コ規模の市
とは どこが違 うのだろうか。
　近 隣の市 で比 較す ると、芦屋 市 は9万3,000人、宝塚市22万1,000人、西宮 市46万5,000人であ
る。 これ らの都市 ではその単位 でポ リシーを持 ってやれ るこ とが、逆 に150万都市神戸市 の中の
東灘区で は埋没 して しまうことがあ る。
　例 えば 「少子高齢化社会の進展で…」 とい うのは どこで も挨拶 の枕 詞であ る。 それは 日本 の、
あるいは神戸市 の趨勢であ って、東灘区で も長期 的に見 れば間違いで はないだろ う。 しか しこれ
で片付 けられて しまうと今 の東灘区の問題 は見えない し解決 もで きない。東灘区 は「多子高齢化」
なのであ る。
　 この例 で分 かる ように、神戸市の中で も区によって状況 は違い、問題の起 こり方、解決の仕方
は当然変わる。役所 は横並 びで もの を考 える傾 向にあるが、全体 の平均 的数値 をみて対策 を考え
て も、個 々の地域 の実態 とはかけはなれていることが多い。た とえば、保 育所、幼稚 園の定数は
全市 的には充足 していて も、定数の足 りない東灘区の子供が実際 には何 時問 もか けて他 区の保育
園や幼稚 園には通 園はで きない。人の生活圏、地域 のコ ミュ三テ ィのなかで必要 な もの、施設や
サ ービス を充足す るこ と、それが行政の責務であろ う。
9　区役所に求められる機能
　 ここで、区役所 には何 が求め られているかを考えてみたい。区民 は、交通費 と時間 をかけて市
役所本庁 まで行 かな くて も、区役所ですべ ての用が足 りればいい と思 う。道路 もごみ も別 々の事
務所 に行 かな くて も区役所 で解決で きれば、 もっと言 うと年金や各種税金の手続 きも一 ヵ所で済
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めばいい、 と思 っているのではないだろうか。
　今、世間を騒がせ てい る行政改革 は当然 、区役所 にも及 んで きてい る。今 の趨勢 はス リム化 で、
区役所 で も保健所 と福祉事務所が統合 されて保健福祉部 とな り、衛生監視 の仕事 は監視事務所 に
集約化 された。住民票や印鑑登録、課税証 明な どの発行 は、近 い将来機械化 されるだろう。 また
い くつかのサ ービスは民 間に移行す るだ ろう。事務処 理が機械化 されれば、残 る機能 は、社 会的
弱者の救済や、地域 の問題解決 のサ ポー トである。区役所が本来果 たすべ き総合調整機能 を強化
して、そ こで住 民の生活 に関する ことは解決 で きる体制 をつ くる、 あるいは、国や県の出先機 関
を一 ヵ所 に集めて しま うとい うのは どうだろ う。別々 に権 限 を持 ったまま集めるので な く、市民
に直接 かかわる仕事 の全体 を区役所でや ることはで きないのだろ うか。
　2000年4月に施行 された地方分権一一括法 の趣 旨は、国か ら県、市 への権 限委譲、市 の 中では、
本庁か ら区役所 、そ して地域 の担 い手へ と分権社 会 を進 める ことであ る。方 向は決 まっている。
行政 と住民が協働 して、住民の もっ とも身近な課題解決 を してい く、それ も行政主導で な く、住
民 自治の立場で解決 してい く。そのために区役所 は どうあるべ きか と言 う課題 が、いままさに突
きつ けられてい るのである。
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